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ははじじめめにに  
 

概要 

このたびは、DelPlot をダウンロードいただきまして、誠に有り難うございます。 
本プログラムはカルコンプ形式(改)のデータファイルを Windows 上で画面に表示し印刷、

またはグラフィックファイルに変換することができます。 
Ver.1.9 からはエディット（編集）モードも加わり、DelPlot のデータを作成する事も可能

になりました。また、プラグイン機能の搭載により１つの描画命令のようにプログラム

による描画結果を使用、入出力フォーマットを拡張する事、DelPlot を技術計算システム

のインターフェースに使用する等、活用の選択肢が広がりました。 
より身近に、よりシンプルで使いやすくすることを念頭におきながら、作業を強力に支

援するソフトウェアを目指して開発いたしました。 
DelPlot で快適な創作活動を行っていただければ幸いです。 

2012 年 4 月 

テーブルソフト 

http://www.hello.ne.jp/tes/delplot/ 

主な機能 

 カルコンプ仕様コマンドファイル(提供コマンド一覧参照)を読込み画面上に描画、表示内容を拡大縮小

表示、任意用紙へ印刷。 
 ３つのモード：データ編集（エディット）、閲覧・プレゼン（ビュアー）、ファイル変換（コンバート） 
 プラグイン（入力、出力、拡張機能、アクション）による機能拡張 
 DCOM（ActiveX サーバー）機能による外部利用 
 描画データの背景（非保持）領域とデータ保持領域の２つを持ち、巨大なデータの処理と柔軟なデータ

活用の２つの側面を共有する。 
 表示内容を画像ファイルへ出力。クリップボードへ BMP or WMF 形式にて出力。 
 複数ページを持つファイルの自動連続表示(アニメーション)機能。 
 コマンドプロンプト上からパラメータ操作にてメイン画面を表示することなく起動、作業可能。 
 Microsoft 社製 Word、Excel、 ㈱ジャストシステム製 一太郎 へのエクスポート機能。 

 データの描画スケール選択切り替え機能。 

 出力文字に拡張書式（上,下付き文字、分数、平方根など）を利用可能。 
 3D 図形の描画。 
 描画項目をグループにまとめ、マクロとして一括利用可能。 
 描画に外部データファイルをリンクし、データの共有が可能。 
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動作環境  

 インテル CPU の日本語 Windows 2000 / Xp / Vista / 7 以降 
 画面サイズ 1024×800 ピクセル以上 
 空きメモリ最低 10MB 以上 

 
 
・ Delphi は米国 Borland Software Corporation. の米国及びその他の国における登録商標です。 
・ Microsoft、Windows、Windows ロゴ、Windows NT、Office ロゴ、MS-DOS は米国 Microsoft 

Corporation の米国及びその他の国における登録商標です。 
・ その他、記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 

 
 
  

©2005-2012 Tablesoft 
 本書、およびプログラムを含む全ての内容は著作権法上の保護を受けております。

作成元の許諾を得ずに、本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写・複製・転載
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インストール／アンインストール方法 

 インストール／アンインストールツールは付いていません。インストールには解凍したファ

イル・フォルダのセットをすべて同じフォルダに入れて、DelPlot を起動してください。 
 インストールした DelPlot を削除（アンインストール）するには、プログラムを入れたディ

レクトリを全て削除してください。DelPlot で使用するレジストリの削除は「メニューバー・

ヘルプ – レジストリの削除」の機能で行います。 
 
シェアウェアについて 

DelPlot はシェアウェアです。最初にインストールしてから、30 日間までは無料で試用が可

能ですが、それ以降お使いになる場合にはユーザー登録が必要です。これを超えて利用した

場合、プログラムの一部機能が利用できなくなります。十分にご注意いただき、皆さんの良

識あるご判断をお願いいたします。 
なお、ユーザー登録していただいた場合、弊社は当該マニュアルに明記するソフトウェア使

用許諾契約書の全ての項目についてご了解いただいた上でのユーザー登録とみなします。 
 
DelPlot は下記ネットワークでそれぞれ入手可能です。 
 

弊社ホームページ： http://www.hello.ne.jp/tes/ 
ベクターホームページ： http://www.vector.co.jp/ 

 
登録料金 

ユーザー登録には２通りの方法があります。ユーザー１名のみに使用権を認めるシングルラ

イセンス登録と、DelPlot をオリジナル・プログラムの添付物として配布したりする事を対象

としたライセンスフリー登録を設けています。用途に応じてご利用ください。（申請可能条件

等の詳細は巻末「ソフトウェア使用許諾契約書」を参照） 
 
シングルライセンス登録： ユーザー登録１名につき¥7,500 円 
      （本体価格：¥7,143 円＋消費税）  
ライセンスフリー登録： ユーザー登録１件につき¥25,000 円 
      （本体価格：￥23,810 円＋消費税）  

 シングルライセンス登録はベクターのシェアレジからの登録も可能です。 
 ライセンスフリー登録について 
ライセンスフリー登録では、登録にあたり各ユーザー様の情報を保存したライセンスファ

イル（DelPlot.lic）を発行・送付いたします。このファイルを DelPlot.exe をインストール

するフォルダに入れることにより、DelPlot がこのファイルを認識し、自動的に登録処理

を行います。 
ご利用の用途としては、１事業所の中で多人数分のインストールを行う場合等、１つ１つ

登録処理を行う手間を省く利便性や、オリジナル・プログラムから DelPlot を起動・利用

したい場合、このファイルと DelPlot を同封してインストールセットにする事などが可能

です。 
その他、ご利用方法の詳細については、ユーザーサポートへメールにてご相談ください。 

http://www.hello.ne.jp/tes/
http://www.vector.co.jp/
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お支払い方法 

郵便振替、銀行振込、ベクター・レジサービスのいずれかをご利用になれます。 
 
郵便振替、銀行振込をご利用になる場合、 

 
入金後は お手数ですが 弊社まで電子メールにてお知らせください。 
（DelPlot ホームページのユーザー登録用フォームをご利用頂くと連絡手違いが

無く便利です） 
 
入金が確認でき次第、電子メールにてシリアル ID 等をお知らせいたします。 
なお、お知らせした番号は大切に保管してください。紛失した場合にはライセンスの

再購入が必要です。 
 郵便振替のご利用方法 

お近くの郵便局にて以下の口座まで通常払込にてお支払い下さい。なお払込手数料は払込人

がご負担いただく事を原則とします。 
 

郵便振替の場合には、送金されてから入金の確認が完了するまでに１週間から１０日程かか

るため、登録番号がお手元に届くまでに２週間程度お待ちいただくこともあります。２週間

以上経過しても何等連絡のない場合には、住所氏名など記入項目の不備等によりこちらより

連絡できないこともあります。電子メールにて、振込方法・振込日・住所氏名を明記してお

問い合わせください。 
 

記号番号： 15220-881871 
金 額： 上記ライセンス金額 
加入者名： 平田 治 
払込人住所氏名： あなたの住所とお名前（必須） 

 
確認次第、登録番号は電子メールでお知らせします。 
 

 銀行振込のご利用方法 
お近くの銀行で以下の口座までお払込み下さい。なお、振込手数料は振込人がご負担くださ

い。 
銀行振込の場合には、送金をおこなっていただいた日から遅くとも３～４日で入金を確認で

きますので、確認次第、登録番号は電子メールでお知らせします。 
 

銀 行： 鳥取銀行 田園町出張所 
店番号： 126 
金 額： 上記ライセンス金額 
口 座： （普）2094661 
加入者名： 平田 治（ヒラタ オサム） 

 
 ベクター・レジサービス（シェアレジ） 

サービス利用方法の詳細はベクターのホームページの方をご覧下さい。サービスのお申し込

み完了後、数日中に電子メールにてシリアル ID 等が折り返し送付されます。 
また、このレジサービスにてご登録可能なのはシングルライセンス登録のみとさせていただ

きます。フリーライセンス登録は弊社ホームページより申し込み事項を確認のうえ、郵便振

替・銀行振込をご利用ください。 
 

 記入時の注意 
振込用紙にて振込みを行う場合、振込人住所氏名等は必ず判読可能なように丁寧に楷書体にて記述

し、一般的ではない読み方をする場合には必ずふりがなもふってください。略字・当て字なども含

め、文字が判読不能であったり、記入もれがあったりした場合にはこちらからお知らせを送付でき

ない場合があります。特に氏名のご記入を失念される方が多いので、充分にご注意願います。 
 

mailto:tes@hello.jp
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 電子メール記入項目 
恐れ入りますが電子メールにて入金をお知らせいただく際に以下の内容を送付いただきますと確

認作業が円滑に行えます。ご協力をお願いいたします。 
・振込方法（郵便振替、銀行振込）、

振込年月日 
・振込人郵便番号、住所、氏名 

 
登録が完了しますと折り返しレジストレーション（ユーザー登録作業）に必要な「ユーザー

名」「シリアル ID」を送付いたします。以下の方法で登録作業を行ってください。 
 

 レジストレーション方法： 
1. DelPlot を起動後、メニューバーの「ヘルプ(H)」→「バージョン情報」にてバージョン情報ダイアログを表

示します。 

2. ダイアログ内の「レジスト登録」ボタンをクリックし、レジスト登録ダイアログを表示します。 

3. 「ユーザー名」「シリアル ID」を各入力欄に記入し、ダイアログを閉じると登録が完了します。 

 
 マイナーバージョンアップ（Ver aa.bbb の bbb 部分のアップ）については無料です。 
メジャーバージョンアップ（Ver aa.bbb の aa 部分のアップ）の場合には、正規登録料金の５０％

を上限として有料となります。 
購入した登録ライセンスの再販・譲渡や支払（決済）済みライセンス料金の払戻しは如何なる理由

があってもできません。 
 

カスタマイズ サービス 

ご利用者の使用目的に応じて専用に DelPlot のカスタマイズを行うオーダーサービスです。 
サービスの詳細については電子メールにてお問い合わせください。 
なお、お問い合わせの際、ご利用方法、カスタマイズの範囲などについて併記いただきます

と対応がスムーズに行えます。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 
  

mailto:tes@hello.jp
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DDeellPPlloott のの基基本本イインンタターーフフェェーースス  
 

■ メイン画面  -  Main Window 

 
 

描画ファイルの選択、描画内容の表示、印刷ファ

イル出力等 DelPlot の操作を行います。 
 
構成 
① メニューバー 
② 基本ツールバー 
③ 編集ツールバー（エディットモード） 
④ 描画ウインドウ 
⑤ ステータスバー 

基本ツールバー 
 

  
 新規作成 

 開く 
 上書き保存 
 印刷 
 クリップボードへコピー 

 拡大・縮小 

 

 
 切り取り 
 コピー 
 貼り付け 
 再表示  

 

 

（詳細の説明はメニューバーを参照） 

編集ツールバー  
 
編集機能詳細にて説明します。 

 

 

ステータスバー 
 

 
 

 ページ移動 
 ページスライダー 

 ポイント座標 

, ,  動作モード 

 ページ追加（エディットモード） 

 ページ削除（エディットモード） 

 

１ 
２ 

３ 

４ 

５ 
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メニューバー 
 
ファイル メニュー 

 
  開く 

データファイルを読込、描画します。 
  上書き保存 

編集内容をデータファイルに保存しま

す。（エディットモード） 
  名前を付けて保存 

描画結果をファイルに保存します。 
 １ファイル中に数ページを納められないデー

タ形式（BMP、WMF、EMF、JPG、PNG）を

出力する場合、出力方法ダイアログを表示し、

指定したファイル名の後ろに連番を追加し複数

ファイル出力します。 

  データ挿入 
他データファイルを編集中のファイルに

取り込みます。（エディットモード） 

  ブラシ読込み 
ユーザーブラシの読み込みを行います。 
 ユーザーブラシについて：本プログラム

ではポリゴン、長方形、円形等の描画時に

ハッチング（中埋め）を指定できます。こ

の処理に使用される模様をユーザーが任

意にビットマップ形式(8×8 サイズ)で指

定できます。読み込んだ模様の利用方法な

ど、詳細は「描画命令ガイド」の DEFINE 

HATCHING TYPE で説明しています。 

 , ,  エクスポート 
Microsoft Word、Excel や Just System
一太郎 がお使いの PC にインストール

されている場合、これを立ち上げ、描画

データを出力します。 
 拡張オプション 

DelPlot プラグインの情報を閲覧・設定を

変更します。詳細は後述 
 

 
 読捨データ I/O 

データファイルの読み捨て領域とデータ

保持領域間のデータ移動を行います。詳

細は後述 
  印刷 

画面内容をプリンタで印刷します。 
 DelPlot の１ページの概念はページ内に描画

命令が存在する事です。しかし用紙の範囲内に

描画されていないとページが印刷されない場合

があり、印刷枚数と矛盾することがあります。 

  用紙設定  
印刷用紙の属性（用紙サイズ、方向等）

設定を行います。 
 用紙の設定について：用紙の設定は描画コマ

ンドにてファイル内に指定することも出来ま

す。この場合、ファイル内の指定が優先されま

す。詳細は「描画命令ガイド」の PLOT FORM

で説明しています。 

 DelPlot で用紙内の描画位置、拡大率調整は

オプション画面のズーム、オフセットの項目で

行います。 
 
編集 メニュー （エディットモード） 

 
  アンドゥ（元に戻す） 

編集内容を１操作前に戻します。 
  リドゥ（やり直し） 

アンドゥによって取り消された編集内容

を１つキャンセルします。 
  切り取り 

選択された描画項目を切り取りクリップ

ボードにコピーします。 
  コピー 

選択された描画項目をクリップボードに

コピーします。 
  貼り付け 

クリップボードの描画項目データを貼り

付けます。 
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  クリップボードへコピー 
画面の描画結果をクリップボードにコ

ピーします。 

 コピーするデータ形式（BMP、WMF）の変

更はオプション画面で行います。 

 

表示 メニュー 
 

  実行ログ表示  
実行ログ画面（詳細は後述）を表示、描

画命令を実行時に発生したエラーの実行

ログを表示します。 
 

 パレット  
ツール、カラー、データ（詳細は後述）の各

パレットの表示を切り替えます。 
 

 動作モード  
Delplot の動作モードを変更します。 

 ビュアー モード  
指定ファイルを非編集・閲覧表示します。 

 エディット モード  
指定ファイルを各種ツールで編集します。 

 コンバート モード  
指定ファイルを変換します。（詳細は後述） 
複数ファイルを  開く、又はファイルドラッグした

場合、DelPlot の動作が以下のように変わります。 

モード 動 作 

ビュアー 
画面を複数立ち上げ、選択ファイルを

全て表示します。 

エディット 
画面を複数立ち上げ、選択ファイルを

全て編集状態で起動します。 

コンバート 

保存先ダイアログを表示、選択ファイ

ルを全てフォーマット変換します。（同

一フォーマットには変換できません） 
 

  拡大 

画面表示を拡大縮小させます。両端の ,
ボタンをクリック毎に 10％づつ増減

します。中央のコンボボックスから直接

拡大率を指定する事も出来ます。 

  再表示  
現在ページを再描画します。 

 
 ,  前,次ページ  

複数ページがある場合前,次にページ移動

します。 
 

 ,  再生,停止  
アニメーション機能による自動ページめ

くりを開始,停止します。 
 アニメーション機能について：１ファイル内に複

数のページがある場合、各ページを一定間隔で連続

表示させて見る事が出来ます。シミュレーション画

像の検証、２つの画像データの相違点検出など様々

な用途へご利用になれます。（ページ分割方法は「描

画命令ガイド」の PLOT LINE で説明しています） 
 

  オプション  
オプション画面（詳細は後述）を表示し

ます。DelPlot の動作オプションの設定変

更を行うことが出来ます。 
 
その他 

 
 ,  ページ再調査, ページ調査中止 

ファイル読み込み時、最大ページ検索の

スキップを行うと表示されます。検索の

再開、中断を行うことが出来ます。 
 

キーボード操作について 

DelPlot はキーボードから操作できる設計になっ

ています。各コマンドは Ctrl+英字キーで利用可

能で、それ以外にも以下の操作が可能です。 
 

 , キー 複数ページ分のデータ

がある場合、前,次ページを切替ます。 
  ウインドウをスクロールして表

示位置を移動します。 
 キー 描画中に処理を中断します。 

（オプション画面で処理優先度を「低」に指定した時に

利用可能） 
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ツツーールル  パパレレッットト ① 編集機能領域 
 一括編集機能 
 変形編集機能 
 図形（シェープ）編集機能 
 線分（パスライン）編集機能 
 文字（テキスト）編集機能 
 画像（イメージ）編集機能 
 3D（立体形状）編集機能 
 パターン編集機能 
 データ挿入編集機能 
 拡張ツール編集機能 

 
② 拡張ツール登録領域 

（登録方法はシステム情報操作参照） 

エディットモードにて、各編集機能

に切り替えて描画項目の入力、選択

項目の編集を行います。 

また、拡張ツールをパレットに登録

して編集用ツールとして利用する事

もできます。 

 

（編集機能の詳細は P 参照） 

 
カカララーー  パパレレッットト  

 

 
エディットモードにて、描画図形の色設定を行い

ます。 
 
色テーブルからドラッグ・ドロップで各描画項目

専用のペン設定にペン指定も可能。 

① 色（ペン）テーブル 

システムに現在登録されているペン情報の一覧表。デ

ータパレットの項目位置と連動して設定されている

色情報を表示すると共に、現在指定されているペン

DEFINE NEW PEN を表示する。 
 

② 枠・前景・背景色設定 
データパレットの現在位置の枠・前景・背景色を表示。

上から枠、前景、背景の色を設定可能。各表示 BOX

を選択後、色テーブルを選択する。 
 

③ 色パレット 
色テーブルの選択項目（ペン）の色を表示枠の中から

任意の色位置をクリック、もしくは表示されているポ

インタをドラッグで指定する。 

④ ペン設定 
色テーブル選択項目（ペン）の情報を設定する。 

影描画、中埋めはデータパレットの現在位置の設定が

表示される。 
 

⑤ 色テーブル操作 
 色テーブルを保存ファイルから読込み 
 色テーブルをファイルへ保存 
 色テーブルを名前で昇/降順に並べる 
 色テーブルを色相で昇/降順に並べる 

１ 

２ 

１ 

２ 

５ 

３ 

４ 



 
DelPlot  11 

 
デデーータタ  パパレレッットト  

 

 
エディットモードにて、描画データの登録状態を

閲覧、データ追加後に項目を選択して再編集しま

す。 

①  レイヤグループの作成 
選択された項目を一つのグループにまとめます。 

 レイヤグループ削除 
指定されたグループを解除します。 

 
② 描画項目一覧 

現在ページに登録されている項目のリスト 
 

③ 表示・非表示切り替え 
クリックで選択した項目の表示（描画）、非表示を切り

替えます 
 

④ 編集ロック状態切り替え 
クリックで選択した項目の編集可能、不可状態を切り

替えます 
 

⑤ ラベル設定表示 
項目にラベルが設定中かどうかを表示 

 
⑥ マスク設定表示 

項目がマスク（詳細は PLOT MASK）として設定さ

れているかを表示 

 
編集機能 詳細 

 
図形（シェープ）編集機能 
 

  
図形（シェープ）項目を追加・編集します。 
描画ウインドウ内の図形の描画項目をクリック

して編集対象を選択できます。 
① 編集図形選択：四角形、正方形、角丸四角形、

楕円、円、円弧、扇形、弓型 

② 回転角 
③ 図形サイズ 
④ 描画プロパティ設定 

（描画プロパティダイアログ参照） 

 

 

 

 
追加方法：描画ウインドウ内をドラッグして範囲

設定します。 

 

 
 
 
 

３ ４ ５ ６ １ 

２ 

１ ２ ３ ４ 
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編集方法：各ポインタ操作して形状設定します。 

 

 
① 回転用ポインタ（図形枠外の ） 
② 位置移動ポインタ（図形内部の ） 
③ 拡大縮小ポインタ（図形８隅の ） 
ポインタにカーソルを合わせると各機能ごとに

カーソルが変化します。ドラッグして任意に形状

の変更を行います。 
 

描画プロパティ ダイアログ 

 

図形、線分、文字の色設定、図形、線分、グラフ

文字では枠線の線種・幅、中埋めなどの描画設定 
を行います。 
 
 線種、線幅 
図形、線分、グラフ文字の枠線の指定を行います。 

 枠線、前景色、背景色 
各部分の色設定を行います。設定にはカラーパレットの色

テーブルの項目を指定の枠内にドロップして行います。 

 中埋め 
図形、線分の中埋め方法を指定します。 

ハッチング 右枠で選択する模様を使用 

ハッチング（背景透過） 上記を背景は透過して描画 

グラデーション グラデーションで埋める 

パターン 指定した文字、図形で埋める 
 
 影描画 
図形の後ろに影を描画します。 

 ラインの終端（マーカー） 
線分の終端（始点・終点）にマーカー（図形）を設定します。 

 

各設定ダイアログ 
中埋め：グラデーション 

 
 種別 
グラデーションの種類を指定します。 

   
線 円 四角 

   
放射 自身 ラベル 

 
 外形ラベル 
種別でラベルを選択時、対象の項目を選択します。 

 データパレットの項目の内、ラベル設定が行われている

物を表示しています。 

 ピッチ 
グラデーション色の変化する間隔を指定します。 

 繰り返し 
グラデーション模様の繰り返し回数を指定します。0 で

無限に繰り返し。 

 

１ 

３ ２ 
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 角度 
グラデーション模様の傾きを指定します。 

 描画幅 
図形中のグラデーションを描画する幅を指定します。 

 中心座標 
グラデーション描画の中心位置を指定します。 

 焦点座標 
グラデーションの焦点位置を指定します。 

焦点位置が中心座標より離れているほどグラデーションの

色変化間隔に不均等が起こります。 

 テーブル設定 
グラデーションの模様を編集します。 

テーブル下のペンを選択してカラーパレットの項目を選択

すると色の設定が行われテーブルの塗り方が変更されま

す。ペンのない所をクリックするとペンが追加され、ペンを

選択した状態で右クリックで削除等のメニューを表示しま

す。 

 テーブルパターン 
登録されているグラデーション・パターンを選択してテーブ

ル設定を行います。 

 

 
中埋め：パターン 

 
 外形ラベル 
中埋めに使うラベルの設定された描画項目（図形、線

分、文字、画像、レイヤ）を指定します。 

 オフセット 
パターン描画の位置補正オフセットを指定します。 

 角度 
パターンの描画する傾きを指定します。 

 
 

影の設定 

 
 種別 
描画する影の種類を選択します。 

 
 位置 
描画項目から影の離れる距離を指定します。 

 角度 
描画項目から影を置く方向を指定します。 

 ガウス幅 
種別に Gauss を指定した時、ぼかし方の幅を指定します。 

 色１ 
影描画色を指定します。2色必要な Normal,Bevel,Gauss

の場合は開始色を指定します。 

 色２ 
影描画色を指定します。2 色必要な種別の終了色を指定し

ます。 
 内外 
影を置く場所を指定します。 

 
 

外側 内側 
 

 
  

None Normal Block 

  

 

Bevel Gauss  

 



 
DelPlot  14 

線分（パスライン）編集機能 
 

  
線分（パスライン）項目の追加・編集を行います。 

描画ウインドウ内の線分の描画項目をクリック

して編集対象を選択できます。 
① 線分種別選択：直線、多角形、自由図形 

② 回転角 

③ 編集モード：範囲編集、ポイント編集 

④ 描画プロパティ 

 

追加方法：描画ウインドウ内の任意の場所でクリッ

クするとポイント入力モードに切り替わり点追加が可

能です。 
 直線、多角形 
任意場所でクリックする事で点を追加。 

 

 自由図形 
任意場所でクリックすると直線、ドラッグすると曲線

を追加します。 

 
終了は ESC キーもしくは右クリック。またはポイントを

右クリックで表示されるメニューで終了を選択。 

 

編集方法： 
 範囲編集モード：図形編集機能と同じガイドが

表示されますので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 

 
 ポイント編集モード：線分を作る各点座標をク

リックすると点を選択、ドラッグすると点の位

置を移動できます。 
自由形状の場合、各点座標以外に曲線の形状

を編集するコントロールポイントが表示され

ます。 

 
 

 
 
右クリック メニュー （ポイント編集モード 特有の機能説明） 

 

 
 

 すべて選択 
編集中の線分の点をすべて選択状態にします。 

 選択解除 
現在選択しているポイントを選択解除します。 

 選択反転 
線分の点の選択しているものとそうでないものの選択

状態を反転させます。 

 

１ ２ ３ ４ 
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 パスを開く 
線分の終点を視点を結ばない開図形にします。 

 パスを閉じる 
線分の終点と始点を結び閉図形にします。 

 ポイント種類 
線分の種別が「自由図形 パスライン」の場合、１点毎に点

の種別を設定できます。 

直線 角を持つ点にします 
カーブ コントロールポイントを持ち、カーブ

調節可能な点にします。 
 

 

 コントロールポイントの制御 
線分の種別が「自由図形 パスライン」の場合、点（アンカ

ーポイント）がコントロールポイントを持つ時に、２つのコン

トロールポイント間の連携制御方法を選択できます。 

対称 常にアンカーポイントから左右

均等間隔・直線になるよう設定し

ます。 
非対称 アンカーポイントを挟んで直線

になるよう設定しますが、均等間

隔ではありません。 
 

 
文字（テキスト）編集機能 
 

  
文字項目の追加・編集を行います。 

描画ウインドウ内の文字の描画項目をクリック

して編集対象を選択できます。 
① 文字種別選択：フラット、グラフ文字 

② 回転角 

③ 文字サイズ 

④ 描画プロパティ 

⑤ テキスト編集ダイアログ 
 
追加方法：描画ウインドウ内の任意の場所でクリ

ックするとテキスト編集ダイアログが表示され、

文字を入力、追加します。 
 
編集方法：図形編集機能と同じガイドが表示され

ますので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 
 
テキスト編集 ダイアログ 

 

 
 フォント 
入力する文字のフォントを指定します。 

 文字サイズ 
入力する文字の文字サイズを指定します。 

 文字色 
入力する文字の色を指定します。 

カラーパレットの項目をドロップします。 

 拡張書式 
拡張文字の指定子を追加します。文字入力ウインドウ

内を範囲選択した状態で指定すると、その範囲を対象

として囲むように指定子が追加されます。 

 ここに文字を入力 
文字入力ウインドウです。ここに文字を入力します。 

 配置 
文字を指定されたライン（ポリライン、ベジェ曲線 等）

に沿わせて配置します。文字種別がグラフ文字の時、

有効です。 

  

１ ２ ３ ４ ５ 
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画像（イメージ）編集機能 
 

  
画像（イメージ）項目の追加・編集を行います。 
描画ウインドウ内の画像の描画項目をクリック

して編集対象を選択できます。 
① 画像種別選択：塗りつぶし、透過、シルエット 

② 回転角 

③ 画像サイズ 

④ 描画プロパティ 

⑤ ファイル名指定ダイアログ 

⑥ ファイル名表示 

 

 
追加方法：描画ウインドウ内の任意の場所でクリック

するとファイル名指定ダイアログが表示され、選択し

て追加します。 
 
編集方法：図形編集機能と同じガイドが表示されま

すので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 
 

  

５ １ ２ ３ ４ ６ 
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3D（立体形状）編集機能 
 

  
3D（立体形状）項目の追加・編集を行います。 

描画ウインドウ内の 3D の描画項目をクリックし

て編集対象を選択できます。 
① 種別選択： Mesh 
② 編集モード：範囲選択、移動、拡大、回転 

③ 選択モード：選択点・距離差・偏差 移動 

④ 立体形状ダイアログ（新規作成） 

⑤ 選択点座標 
 
追加方法：描画ウインドウ内の任意の場所でクリッ

クすると立体形状ダイアログが表示されるので、形

状を設定、追加します。 
 
編集方法： 

 範囲編集モード：図形編集機能と同じガイドが

表示されますので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 

 移動、拡大、回転モード：線分を作る各点座標

をクリックすると点を選択、ドラッグすると点

の 3D 座標位置を移動、拡大、回転できます。 

    

 マウスホイールで表示（3D→2D 変換倍率）の拡

大縮小（3D 座標の拡大縮小ではありません） 

 マウス右ドラッグで視点を回転できます。 

    

 

 
 ポイントもしくは範囲指定した時表示されるカーソ

ルには中心（ ）、X 軸（ ）、Y 軸（ ）、Z 軸（ ）

が表示され、X,Y,Z の各軸のポインタをドラッグす

ると、点の座標をそれぞれの方向のみ変更する事

ができます。 

 
立体形状 ダイアログ 

（基本図形） 

 
パラメータを指定して形状を作成、追加します。 
 分割数 
形状の１方向に中間点を設ける数を指定し、形

状の精度を調整します。 
 サイズ 
新規作成する形状のサイズを指定します。 

 中心点 
新規作成する形状の３D原点位置からのオフセ

ットを指定します。 
 新しい項目を作る 
新規作成毎に１項目を追加する場合チェック

します。チェックなしでは現在項目内に形状を

追加作成します。 
 
 
 

１ ２ ３ ４ ５ 
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（キャラクター） 

 
DelPlot に登録された形状（キャラクタ）を選択

して追加します。 

 
ラベルアイテム編集機能 
 

  
ラベル設定された項目（図形・文字・画像・レイヤ）

を１つの描画項目としてマクロ的に追加・編集を

行います。 

描画ウインドウ内のラベルアイテム項目をクリックし

て編集対象を選択できます。 
① 種別選択：  

② 回転角 

③ パターンサイズ 

④ 描画プロパティ 

⑤ ラベルアイテム選択ダイアログ 

 

追加方法：描画ウインドウ内の任意の場所でクリッ

クするとパターン選択ダイアログが表示されるので、

数値を設定、追加します。 
 
編集方法：図形編集機能と同じガイドが表示されま

すので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 
 

 
 
ラベルアイテム選択 ダイアログ 

 

 使用可能なラベルアイテム 
現在編集データ中で利用可能なラベル項目を選択します。 

 オフセット 
選択パターンを描画する位置（オフセット）を指定します。 

 拡大率 
選択パターンを描画する拡大率を指定します。 

 角度 
選択パターンを描画する傾きを指定します。 

  

１ ２ ３ ４ ５ 
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変形編集機能 
 

  
選択された描画項目に与える変形効果の座標編

集を行います。 

① 種別選択：なし、変形  

② 格子分割数 

③ 編集モード：範囲指定、ポイント指定 

④ 完了 

⑤ ポイント座標 

⑥ なし 

 

作業手順： 

1. 格子数にて、選択項目に変形用の格子分割を

行う細かさを指定します。 

2. ポイント指定モードにて各格子点を移動編集

して変形後の形状を指定します。 

3. 完了をクリックして変形後の形状を確認しま

す。 

 

 
編集方法： 

 範囲指定：図形編集機能と同じガイドが表示さ

れますので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 

 ポイント指定： 
格子点１つ１つを移動編集します。 

   

 

 
一括編集機能 
 

  
選択された描画項目の一括編集を行います。 

描画ウインドウ内の描画項目（図形、線分、文字、

画像、3D など種別を問いません）をクリックして

編集対象を選択できます。 
① 種別選択： データ選択、範囲選択クリップ

コピー 

② 編集機能：左右反転、上下反転、90回転、最

前列へ移動、最後列へ移動、右寄せ、中央寄

せ、左寄せ 

③ 選択モード：個別選択（マルチ）、全体指定

（ラージ） 

④ 回転角 

⑤ 範囲サイズ 

 
編集方法：図形編集機能と同じガイドが表示され

ますので同様に操作編集します。 
（詳細は図形編集機能参照） 
また、複数の項目を選択して回転、拡大、ツールバ

ー上の編集機能などの一括処理を行うことができま

す。（種別の違う描画項目を一緒に操作できます） 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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データ挿入機能 
 
他のファイルに保存されているデータをリンク

して１つの描画項目として利用します。 

（リンク元のファイル内容は編集できません） 
 
追加方法：ツールパレットでデータ挿入を選択す

るとデータ挿入ダイアログが表示されるので、設

定、追加します。 
 

 編集（移動、拡大縮小など）について： 
データ挿入項目は移動オフセットなどのパラメータを持

ちません。このため１つのレイヤ内に置き、レイヤ単位で

編集操作をします。 

 
 

 

 
データ挿入 ダイアログ 

 
 データ挿入するファイル 
対象のファイルを指定します。 

 種別 
挿入方法を指定します。 
データファイル  データを描画に反映。リンク先の

設定情報も反映（レイヤ・ラベル

構造等の複雑なモノは未対応） 
データファイル 

（イメージ取込） 

リンク先データをイメージとし

て取込 
プラグイン入力 入力プラグインを選択、動作結果

を反映 
 

 
拡張ツール機能 
 
プラグインに登録された項目の内、拡張ツールを

描画項目として追加します。 
 
追加方法：ツールパレットで拡張ツールを選択すると

拡張ツール選択ダイアログが表示されるので、選

択、追加します。 
 
拡張ツール選択 ダイアログ 

（一覧表示） 

 

 

① 種別選択 
② キーワード検索 
③ お気に入りに追加 
④ 利用可能プラグインリスト 
⑤ プラグイン設定 
⑥ ルール（サンプル）があれば一緒に追加する 
 
（お気に入り） 

 
⑦ フォルダ追加 
⑧ 削除 
 

１ ２ ３ 

４ 

６ ５ 

７ ８ 
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拡張ツール収集 ダイアログ 

 
読み込んだデータファイル中で利用されている

拡張ツールがご利用のシステムにまだ登録され

ていない場合、もし収集用の情報がデータファイ

ル中に保管されていれば DelPlot はこの画面を起

動し拡張ツールの収集を簡便化します。 
 名前、GUID 
プラグインの名称もしくは GUID 

 不明拡張ツールもしくは習得 URL 
収集先 URL。選択するとブラウザ起動 

 
拡張ツール パラメータ ダイアログ 

 

拡張ツールに実行用パラメータを持つ事が設定

されている場合、DelPlot はこの画面を立ち上げ、

ユーザーにプラグインのオプション設定の場を

提供します。 

① コメント 
② ヘルプ 
③ プラグイン設定 
④ 実行用パラメータ設定 
⑤ 選択画面に戻る 
 

 この画面の設定値は現在のデータ項目に依存

するものを表示します。それ以外の（現在のデータに

依存しない）静的な設定項目はプラグイン設定画面 

（画面上：③）で行います。 

詳細はプラグイン設定画面（P.33）参照 
 

 DelPlot のプラグイン機能では現在、登録・編集

中のデータ項目（ポリライン、パス、３D メッシュなど）を

入力元、保管、出力先 として利用する事ができ、 

 
 
 
 
 
 
 
 
これを応用して、プラグイン間でのデータの受け渡し

を実現させ、小型プラグインで大きい複雑な処理を

分担させる、または汎用のプラグインを流用する 等

の利便性を提供します。 

 

 
  

１ 

２ ３ 

４ 

５ 

プラグイン 

DelPlot 

データ項目 

プラグイン 

DelPlot 

データ項目 

プラグイン 

データ項目 

データ項目 
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ページ・レイヤ設定 
 
データパレットからレイヤ項目のプロパティを

選択すると表示、レイヤの設定ができます。 

 
 親グループのレイヤ設定に追従する 
現在設定中レイヤの親レイヤの設定に追従しない場合

チェックを外します。 

 ズーム 
現在レイヤの座標系を指定します。 

 入力座標系 

 表示倍率 

 縮尺 

 詳細はオプション画面にて説明 

 

 
 オフセット 
現在レイヤが独自にオフセットを持ちレイアウトする

場合指定します。 

 座標原点 
ズーム - 入力座標系を「経緯度」に設定した時、座標

変換中心（19 座標系は座標系原点を自動設定、GRS80

は日本経緯度原点を初期設定）の経緯度を指定します。 

 データ倍率 
現在レイヤの拡大率を変更する時使用します。 

 縦アスペクト比 
 

 回転 
現在レイヤの傾きを指定します。 

 システム制御 
ページの設定する場合のみ表示されます。 

システム情報操作画面にてページを表示しているときの

DelPlot の機能を設定する事ができます。 

レイヤについて（親グループのレイヤ設定に追従する：補足） 
DelPlotのレイヤでは、そのレイヤを含む（親）レイヤの処理座標系と内部の座標系を別々に設定

が可能です。（経緯度の描画座標系の中に Pixel、インチ系など単にレイアウトのための描画を組み込むことが

できます） 

 

 

また、ツールパレットの一括編集機能でレイヤ内部のデータ項目を一括で移動・拡大縮小を行う

事ができます。 

  

親：経緯度系 

東京：XX 

子：Pixel 系 
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システム情報操作 
 
DelPlot の動作について変更したい内容を登録で

きます。基本的にページ単位で行いますが、メニ

ュー・ボタンの登録など起動中継続して有効なも

のもあります。 
 

 
① 設定一覧操作ツールバー 

 設定追加 
 設定削除 
 上に移動 
 下に移動 

 
表示制御 タブ 

 

メニュー・ボタンの表示制御を行います。 
 名前 
指定するメニューの名前 

 値 
True：表示、False：非表示 

 
 
 
 

パラメータ タブ 

 

DelPlot システムの設定値をデータファイル中で

変更します。 
 名前 
設定するシステム設定値 

 値 
設定する値 

 
イベント タブ 

  

プラグインの持つイベントを設定します。 
 名前 

登録イベント イベント発生タイミング 
Change 描画項目が変更された 
Click 描画領域をクリック 
DblClick 描画領域をダブルクリック 
ItemClick 描画項目を選択 
ItemPointClick 線分、3D の点座標を選択 
FileImport ファイル読込完了 
FileExport ファイル出力完了 
PageIn ページ描画開始前 
PageOut ページ切り替え 
DragDrop 描画領域にドロップ 
DragOver 描画領域をドラッグ 
KeyDown 描画領域でキーを押下 
KeyUp 描画領域でキーを離す 
MouseDown 描画領域でマウスボタンを押下 
MouseUp 描画領域でマウスボタンを離す 
MouseMove 描画領域でマウス移動 
MouseWheel 描画領域でマウスホイール操作 
HBarChange 描画領域の水平スクロール 
VBarChange 描画領域の垂直スクロール 
Timer タイマーの設定時間 

１ 
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 登録イベント 
対象のプラグインを指定します。 

 
新規メニュー タブ 

 

 名前 
登録する新規メニューの名前 

 登録イベント 
対象のプラグイン 

 親メニュー 
登録メニューを中に入れるメインメニュー 

 
新規ボタン タブ 

  

 名前 
登録する新規ボタンの名前 

 登録イベント 
対象のプラグイン 

 表示イメージファイル名 
ボタンに表示させるイメージのファイル名 

 メイン画面に登録する 
ボタンをメイン画面の基本ツールバーに追加する場合

チェックします。通常はツールパレットの拡張ツール

登録領域に追加されます。 
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■ 背景領域データ I/O 画面  -  Level0 I/O Window 

 
DelPlot のデータファイル中の背景領域のデータ

を編集領域に移動したり、逆に編集領域のデータ

を背景領域に移動します。 
 

① 動作種別選択 
データの移動を 背景領域 → 編集領域、編集領域 → 

背景領域のどちらか選択します。 

② 対象範囲 
処理実行の範囲を選択します。 

 

データの背景領域、編集領域について 

DelPlot ではファイル内のデータの保管位置によって、そのデータを編集対象にするか否かを

分けて扱います。 
 

編集領域 ラベルを設定された描画項目 
レイヤ構造の子ノード指定された描画項目

（パターン描画用データ、ページ構造など） 
背景領域 上記以外 

（ラベル、レイヤ設定に含まれない描画項目） 

 編集領域の判定の詳細は「描画命令ガイド」の DEFINE LAYER で説明しています。 
 
編集対象（編集領域）に保存された項目はエディタモードで編集が可能になり、柔軟なデータ

操作が可能です。逆にその領域以外は背景領域として描画対象でありながら、編集用にメモリ

保存しないため、無制限に描画実行してもメモリ消費されません。（背景領域にあればデータ

ファイルサイズが数 GB 以上に及び実行 PC の搭載メモリをはるかに超えるサイズに達しても

すべて読み取り、実行可能です） 
 

この２つの状態を利用すると、DelPlot で「編集したい物」は自由度のある編集領域に保存し、

データ量が多く「編集を行う必要のない物」は背景領域に保存する使い分けができます。 
（すべてベクタデータとして保存するため、必要な時また編集領域に戻して再編集可能です） 
 

  

１ 

２ 
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■ プラグイン設定画面  -  Plugin Window 

 

DelPlot で認識しているプラグインを閲覧、設定

します。 
① プラグイン アイコン 
② プラグイン制御 

 使用可能にする 選択プラグインの利用可否を設定

します。 

 固有 名称プラグインを名前で指定時に

使用する識別名称 

 GUID プラグインの GUID（グローバル 

ユニーク ID）。GUID で指定する時

使用する。 

③ プラグイン詳細 
各プラグインごとの情報提供、設定を行いま

す。 
④ インストール 

任意のフォルダに置いた新しいプラグイン

を DelPlot の指定フォルダに登録し、再認識

を行います。 
⑤ ヘルプ 

プラグインがヘルプファイルを持つ時、ヘル

プを表示します。 

以下、標準状態で選択できるプラグイン機能を

説明します。 
 

PLT,CSV タブ 

 文字コード 
入力ファイルの漢字コードを指定します。 

 UTF-16の判定はファイル先頭のBOMでのみ行って

います。UTF-16 を指定しても BOM がない場合は

Unicode とみなされません。 
 

StdImage タブ 

 GIF/PNG 透過色 
PNG、GIF の透過色を設定します。チェックを

行った場合、左にあるボックスの表示色が透過

色に採用されます。ボックスをクリックすると

色の変更が出来ます。 
 

 JPEG 圧縮率 
JPEGの画質とファイルサイズとのトレードオ

フの比率が変更出来ます。圧縮率(低)：画像(良),
ファイル(大)圧縮率(高)：画像(悪),ファイル(小)

の関係が成り立ちます。 
 

StdImage (2) タブ 

 PDF をラスタ画像から生成する。 
１ページを JPEG 画像に変換した後 PDF に落

とします。出力内容により、Acrobat の図形項

目を描画して行くよりも表示が速い場合には

有効です。 
 

 PDF のハッチングのスケールを印刷用に細

かくする。 
通常出力されるハッチングスケールは画面上

で確認できるように画面用スケールで調整し

てあります。この状態で PDF 印刷するとハッ

チングは DelPlot での出力よりも大きく印刷さ

れるため印刷用スケールで出力するよう指示

します。 
 

１ ２ 

３ 

４ ５ 
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プラグインについて 

DelPlot はプラグインとして追加のプログラムを組み込む事ができます。 
利用できるプラグインはその機能により４つに分類されます。 

名 称 フォルダ 内 容 
インポート Import メニューの「開く」ダイアログで読込むファイルの種類を追加します。

拡張子を登録する事によりファイル指定時にそのプラグインが自動選

択されます。 

エクスポート Export メニューの「名前を付けて保存」ダイアログで保存するファイルの種類

を追加します。拡張子を登録する事によりファイル指定時にそのプラグ

インが自動選択されます。 

拡張ツール Supply DelPlot の機能を追加したり、描画項目として便利機能のように使う事

ができます。メニューやボタンとして登録が可能です。 

アクション Action DelPlot の編集機能の中にユーザー独自の機能を追加します。ツールパ

レットの編集機能領域に追加されます。 

 プラグイン構築に必要な機能の詳細はプラグイン SDK ガイドにて説明 
 
このうち拡張ツール（Supply）には、ページ内の描画項目として動作する時の（通常モード）

以外に、メニューやボタンに登録する事で、プラグインから 直接 ページ内の描画項目を追加

していく事や、イベント処理として Delplot 本体の機能に独自の機能を追加する事も可能です

（メニューモード） 
モードの違い 
 描画操作 イベント 
通常モード すべて１描画項目と処理 受け付けない 
メニューモード １描画づつ描画項目を作成 受け付け可能 
 
 
プラグインの登録方法 

DelPlot にプラグインを組み込む方法として一番安全なのは、プラグイン設定画面よりインス

トールボタンをクリックして該当するプラグインを指定、インストールを行うことです。また、

そのプラグインの利用方法が明確にわかる場合、DelPlot のインストールされたフォルダにあ

る Plugin フォルダの中の上記フォルダの中に必要ファイルを入れて DelPlot を再起動する事

でもプラグインを再設定可能です。 
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■ オプション画面  -  Option Dialog 
DelPlot の動作を利用目的に応じてカスタマイズします。

（表示方法はメニューバー説明 P 参照） 
初期値 タブ 

 

 

 ズーム 
入力データの拡大率を指定します。 
DelPlot では各描画コマンドにてデータとして与える座標はピク

セル座標になります。これをファイル内のデータ座標から画面

（印刷用紙）上の座標に変換する比率をズームスケールとしてい

ます。入力の簡便性として「ピクセル」「インチ」「ミリメートル」

の場合のスケール値を自動設定できます。 
 

 ズーム（拡大率）の設定は描画命令にてファイル内に指定す

ることも出来ます。この場合、ファイル内の指定が優先されます。

詳細は「描画命令ガイド」の DRAW SCALE で説明しています。 
 入力座標系 

 
（フリースタイル） 入力された任意サイズ 

ピクセル ピクセル(pixel) 

インチ インチ(inch) 

ミリメートル ミリメートル(mm) 

経緯度（19 座標系） 直交座標：メートル(m) 

経緯度（UTM-GRS80） 経緯度値（度） 
 

 画面表示 
画面表示用ズームスケールを指定します。 

 印刷 
印刷用ズームスケールを指定します。 

 縮尺 
経緯度に設定した場合、ズームスケールを尺度で設

定します。 

 
 経緯度などで 100 倍の値を持つデータを使用する

時のデータ倍率調整は、画面表示、印刷のボックスの数

値を調整します。 

 

例）40 度 30 分 

データ：4050 → 40.50 

画面表示 1.0000 → 0.01 

（分秒の 60 進→10 進変換は行われません） 
 

 データ倍率 
データで使用されているデータ座標値をズー

ムに指定されたスケールからさらに倍率を設

ける事を指定します。 
 

 オフセット 
描画原点（0,0）の位置を平行移動する値を指

定します。指定値には上記「ズーム」で設定し

たズームスケールの値で指定します。 
 オフセットについて：オフセットの設定は描画コ

マンドにてファイル内に指定することも出来ます。こ

の場合、ファイル内の指定が優先されます。詳細は「描

画命令ガイド」の MOVE OFFSET で説明しています。 
 

 座標原点 
ズーム - 入力座標系を「経緯度」に設定した時、座標

変換中心（19 座標系は座標系原点を自動設定、GRS80

は日本経緯度原点を初期設定）の経緯度を指定します。 
 

 描画基準点 
用紙の原点位置を指定します。 

 左上原点 
Y 軸値を用紙の左上から左下に向って増加

するよう座標系を設定します。 
 左下原点 

Y 軸値を用紙の左下から左上に向って増加

するよう座標系を設定します。 
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 文字原点 
文字の原点位置を指定します。 
（参照：DEFINE_TEXT_ALIGNMENT） 

 (X) 
文字原点を横軸方向に文字列の左端、右端、中央 の

どの位置にするか設定します。 

 (Y） 
文字原点を縦軸方向に文字列の上端、下端、中央 の

どの位置にするか設定します。 
 

 文字の回転制御 
データに記述された描画する文字の回転方向を指定し

ます。 
 

 OS、処理系により文字の回転方向が「逆」になることがあ

ります。DelPlot では文字の回転は OS に依存し独自には制御

していないため、このスイッチにて変更します。（参照：PLOT 
SYMBOL） 

 
動作 タブ 

 

 

 処理優先度を指定する 
DelPlot の描画中に他の Windows アプリケーションへ

処理を譲る設定を有効にします。 
（入力ファイルが数 MB に及び、描画時間が数分以上かかるデー

タの描画時にご利用ください） 
 

 ここで制御する処理優先度とは、DelPlot がデータファイル

を読み描画処理を開始から終了までの間に、他の Windows アプ

リケーションで発生する処理へ制御をどれ位の頻度で譲るか？

で DelPlot と同時に稼働する Windows タスクの順位変更ではあ

りません。 
 

 ファイル保存時に進捗ダイアログを表示する 
ファイル保存の時にキャンセル機能を持つ進

捗ダイアログを表示します。 
 

 実行ログをファイル出力する 
前述の実行ログ表示画面に表示されている情

報のファイル出力を行います。 
 

 エラーを発見したら実行ログ画面を自動的

に起動する 
描画命令の文法エラー、改ページ・用紙変更等

の制御ログが出た時、実行ログ画面を自動的に

表示します。 
 

 アニメーション設定 
アニメーション機能の諸設定を変更します。 

 表示間隔 
ページめくり間隔を秒単位で指定します。 

 表示間隔には描画時間を含めません。このため

動作速度の遅い環境や画面より大きなページの表

示などマシン環境を圧迫する場合の再生速度は設

定値より遅くなります。 
 

 繰り返し 
最後のページまで表示し終わると、最初か

ら再び表示を始めます。 
 

 「カラー」「データ」パレットをロールアップする 
カラー、データの各パレットを利用しない時に

縮小表示に切り替え、画面を有効利用します。 
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出力物 タブ 
 

  
 クリップボード出力形式 

クリップボードへ出力するデータ形式を選択します。 
一般的に BMP 形式はどのアプリケーションにも誤動作無

くコピー可能ですがデータサイズが大きくなります。反対に

WMF はサイズが小さい半面、うまくコピーできない事があり

ます。 
 

 文字列の拡張表現を有効にする 
文字出力命令において拡張書式（上,下付き文字、分数、

平方根など）を利用可能にします。（詳細は「描画命令ガイ

ド」の PLOT SYMBOL 参照） 
 

 使用する記号にデフォルト(Symbol)フォントを使用す

る 
平方根記号（√）など表示する文字フォントに Windows
標準の Symbol フォントを使用します。チェックをはず

すと現在設定されているフォントが使用されます。 
 
表示設定 タブ 

 

   
 

 データの最大最小を出力サイズにする 
描画内容をファイルに出力する際、描画データ

の最小値と最大値の範囲でトリミング（余白削

除）を行います。 
 

 画面のサイズを記憶する 
画面上のウインドウ表示位置と大きさを次回

起動時に適応します。 
 

 ラバーバンドの色 
エディットモードの各編集機能で入力補助に

（範囲選択、サイズ変更）使用するラバーバン

ドの色を指定します。 
 コントロールバンドの色 

エディットモードのパス編集など線分形状を

編集する時のコントロールバンドの色を指定

します。 
 

 ポインタのサイズ 
エディットモードの設定された座標点位置を

表示するポイントのサイズを指定します。 
 

 画面用言語ファイル 
DelPlot の画面・ダイアログに使用される文字

を変更する「言語ファイル」を指定します。 
 言語ファイルは DelPlot のインストールされたフ

ォルダ内の Langage フォルダに収録・参照されます。

また、ユーザーによりカスタマイズした内容のファイ

ルを設定も可能です。 
 

 表示するダイアログ 
DelPlot で表示される各メッセージの表示可否

を選択します。 
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拡張機能 タブ 
 

  
 拡張機能 

DelPlot では標準プラグインとして３つ（Path エディ

タ、Mesh 編集拡張機能、Map 範囲指定）を利用してい

ます。これらの機能の代替に別のプラグインを設定、利

用する事を指定します。 
 プラグインは DelPlot のインストールされたフォルダ内の

Plugine フォルダに収録・参照されます。（詳細はプラグインの追

加方法 P 参照） 
 
起動時設定 タブ 

 

  
 起動時読込ファイルを使用する 

DelPlotは起動時に初期設定ファイルを読に起動状態を

設定する事ができます。この処理を行う事を指定しま

す。 
 起動時読込ファイル DelPlot のインストールされたフォルダ

内の Define フォルダに収録・参照されます。（詳細は起動時読込

ファイルについて P38 参照） 
 

 

 起動時動作モード 
DelPlot が起動した最初の状態をビュアー、エ

ディット、コンバートのいずれかに設定します。 
 

 スプラッシュ画面を表示する 
DelPlotの起動時には入力ファイルチェックの

スキップ機能を持ったスプラッシュ画面を表

示します。この機能の可否を指定します。 
 

 エディタにも SYSTEM CONTROL 命令を

反映する 
エディットモードは入力ミスによる誤動作防

止目的で通常描画時にデータファイル内の

SYSTEM CONTRO L 命令の実行をスキップ

します。エディットモードをカスタマイズした

い場合などにこの処理を停止します。 
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ホームページ タブ 
 

  
 最新版をチェックする 

DelPlotのホームページに最新版が発表されているかチ

ェックします。 
 

 動作に問題報告のあるプラグインのリストを取得する 

 動作に問題報告のあるプラグインを利用しない 
DelPlot のホームページに「問題報告プラグイン」と

して登録された情報を取得して該当する物があれば

利用禁止にします。 
 DelPlot ではプラグインにシステム側から制限を行っていま

せん。このため OS やシステムに被害を与える処理も実行可能で

す。この措置として弊社側で検証を行い問題とみなされた物をリ

ストとしてホームページに掲載してシステムで利用不可にしま

す。 
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■ 標準プラグイン（拡張機能）  -  Standard Plugin 
Path データエディタ 

 
 
Mesh 編集拡張機能 
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■ 実行ログ画面  -  Execute Log Viewer 
 
入力ファイルの描画命令 実行に伴うさまざまなログメッセージを表示します。 
DelPlot ではデータエラーによってその後の実行結果が異なる可能性のある場合を除き、

１ページ分を一通り実行します。このため その際に出力される 実行ログ、エラーメッ

セージをこの画面にまとめて表示します。（表示方法はメニューバー説明 P 参照） 
 

 
 
表示メッセージ一覧 
 
描画実行内容を示す表示メッセージとその意味補足を以下に列挙します。 

 
表示メッセージ  意味補足 

 Plot End of (Eof) ファイルが最後まで読み込まれたので処理を終了した。 
 

 Plot End of (999) 終了コマンドを発見したので処理を終了した。 
 

 Plot End of (777) 改ページコマンドを発見。印刷時以外は処理を終了。 
 

 Procedure Killed エラー発生に伴い処理を中断した。 
 

 Draw OutSide Paper Area -> データが用紙範囲外（画面上に表れない所）に描画さ

れている。 
 

 Data Height or Width = 0 データの高さ、幅、半径などに０以下を指定されてい

る。⇒ コマンドの該当フィールドの前後でカラム指定

にミスの可能性もある。 
 

 String Height = 0 文字の高さを０に指定されている。⇒ コマンドの該当

フィールドの前後でカラム指定にミスの可能性もある。 
 

 Few Member -> PLOT POLYGON, PLOT POLYLINE, PLOT BEZIER、

PLOT_FREESURFACE のいずれかのコマンドで指定し

た要素数分に要素指定が足りなかった。 
 

 Over Member -> PLOT POLYGON, PLOT POLYLINE, PLOT BEZIER、

PLOT_FREESURFACE のいずれかのコマンドで指定し

た要素数より要素指定が多かった。 
 

 Irregular Type in Member -> PLOT POLYGON, PLOT POLYLINE, PLOT BEZIER、

PLOT_FREESURFACE のいずれかのコマンドで指定し

た要素内に異なるコマンドが混在している。 
 

 Memory Overflow DelPlot の描画実行にあたって必要なメモリ容量を確

保出来なかった。⇒ 動作環境の改善が必要。 
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 Canvas Bitmap Too Large DelPlot が用紙サイズ、拡大率に従って描画領域を確保

しようとしたところ、OS が確保できる Bitmap サイズ

の上限を超えたため確保出来なかった。 
 可能ならば OS を Windows98,Me →NT,2000 へ替える。もし

くはプリンタの解像度を下げると改善する場合がある。 
 

 Irregular Command -> 定義されていないコマンドを発見した。⇒ コマンド名

の記述ミスが考えられる。 
 

 Syntax Error -> コマンドの該当フィールドの前後でカラム指定にミス、

その他の要因によりコマンドの解釈に失敗した。 
 

 Paper Form Direct Control PLOT FORM コマンドにより用紙設定が変更された。 
 

 Draw Scale Direct Control DRAW SCALE コマンドによりズーム（拡大率）が変更

された。 
 

 Move Offset Direct Control MOVE OFFSET コマンドによりオフセットが変更され

た。 
 

 ImageFile Not Found 指定されたファイル名の画像ファイルを発見できなか

った。 
 

 Not Support ImageFormat 指定されたファイルは未対応のフォーマットの可能性

がある。（bmp,wmf,emf,jpg,png,gif のみ） 
 

 Image Parameter < 0 PLOT_IMAGE コマンドへ指定するパラメータに誤りが

ある。 
 

 Image too large. 指定されたイメージが処理可能なサイズよりも大きく

処理を中断した。 
 

 Include file not Exist! 外部参照ファイルが存在しない。 
 

 Include nest Over! 外部参照ファイルのネスト（入れ子構造：参照先での

循環外部参照呼出し）が制限値=7 階層を超えた。 
 

 Label No <= 0 指定されたイメージが処理可能なサイズよりも大きく

処理を中断した。 
 

 LabelNo not Found. 指定されたラベル番号が存在しない。 
 

 Label invalid type. 指定されたラベル番号の項目が不適切（描画を行わな

い項目）。 
 

 Parent LayerNo. not Found. 指定されたレイヤ番号が存在しない。 
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拡張書式構文エラー（各詳細は以下  にあげた箇条の通り） 

 ExText Syntax Error : ***> * <***  

‘ > * < ’で囲まれた部分（*）が主なエラー対象個所 
 

 Partner } not found. コマンドの範囲を表す‘｛’の相方になる‘｝’を発見で

きない。 
 Parameter not Numeric. 数値のみ許されたパラメータに数値以外の文字が指定

されている。 
 No Nesting in [...] ¥sqrt（根号）コマンドにおいて[…]で指定する根数の

中に¥sqrt コマンドを入れ子構造（ネスト）指定するこ

とは出来ない。 
 [...] not end. コマンドの範囲を表す‘[’の相方になる‘]’を発見で

きない。 
 need to bind parameter {}. コマンドの影響範囲を{…}で囲む必要がある。 
 ¥frac "/" not found. ¥frac（分数）コマンドに"/"（分子・分母 分離符）が

見つからない。 
 ¥frac 2nd parameter not found. ¥frac（分数）コマンドに分母のパラメータが見つか

らない。 
 Partner Brace not found. カッコ指定コマンドにて相方になるコマンドが見つか

らなかった。（エラーではないが、コマンドの持つリン

ク機能が利用できない） 
 Iregural Format. ありえない構文指定。 
 Decode Error 構文解析に失敗した。システムが行う構文チェックは通

ったが実行時において矛盾を生じ、実行が中断された。 
 Allowed Only Numeric. 数値のみ許されたパラメータに数値以外の文字が指定

されている。 
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■ コンバートモード 操作画面 

 

DelPlot のコンバートモードではデータとして読

み込んだファイルの種類（画像種別など）を変更

や、保存サイズ（W*H）を変更します。 
 
複数のファイルをまとめて処理する事が可能な

ため、画像ファイルのサイズ変更を一括処理する

時、ファイルの種類を一括処理する、もしくは２

つ同時に処理する用途に便利です。 

① 縦横比を維持する 
データの幅、高さの比率を現在の状態を維持したまま

サイズ変更します。 

② サイズ変更 
サイズ変更処理を選択します。 

パーセント指定：現在の値を 100%として変更値を設

定します。 

複数のファイルを指定し、かつ、各

ファイルの表示サイズがバラバラ

な時、一律の拡大率を指定する時は

便利です。 

ピクセル単位指定：変更値をピクセル単位で指定しま

す。 

複数のファイルを指定し、かつ、各

ファイルの表示サイズがバラバラ

な時、一律のサイズに揃えたい時は

便利です。 

 

  

１ 

２ 
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そそのの他他のの動動作作  
 
DelPlot で利用する設定ファイル 

DelPlot が実行に利用する設定ファイルがあります。これらを指定して DelPlot を起動する

事でシステムの運用範囲を制限したり、起動状態の変更、運用範囲の拡大を行う事ができ

ます。 
起動時読込ファイル 

DelPlot はアプリケーションの実行ファイルがあるフォルダに Define フォルダを持ち、

その中に指定拡張子（.plt）のファイルを起動時読込ファイルとして認識します。 
このファイルには DelPlot の描画命令の内 SYSTEM CONTROL などの設定命令を指定

する事ができ、初期起動時に画面上のボタンに Plugin を起動するボタンを配置したり、

画面構成をカスタマイズしておく事などができます。 
 
パターンファイル 

DelPlot はアプリケーションの実行ファイルがあるフォルダに Pattern フォルダを持ち、

その中にそれぞれキャラクタ (Character)、グラデーション設定(Gradient)、線端形状

(Node)をデータとして利用可能です。このファイルには DelPlot の描画命令を記述して

利用します。既存のデータファイルのほかにユーザーがオリジナルのデータファイルを

追加して利用も可能です。 
 フォルダ 利用場所 

キャラクタ Character 3D（立体形状）編集機能のキャラクタ 

グラデーション設定 Gradient 図形などの中埋め指定のグラデーション（テーブルパターン） 

線端形状 Node 線分（パスライン）編集機能のラインの終端（マーカー） 

 
画面用言語ファイル 

DelPlotはアプリケーションの実行ファイルがあるフォルダにLanguageフォルダを持ち、

その中に指定拡張子（.language）のファイルを言語ファイルとして認識します。 
このファイルには DelPlot の画面表示の文字を差し替えるための文字を記述できます。 
差し替えるにはオプション画面の表示設定タブで画面用言語ファイルに対象のファイル

を指定してください。 
 
定義ファイル 

DelPlot は定義ファイル（DelPlot.def）をアプリケーションの実行ファイルがあるフォル

ダに配置する事により、起動時の初期パラメータ設定を制御する事ができます。 
DelPlot は起動時にこのファイルを検索し、検出した場合は、DelPlot.def に記述されて

いるパラメータの値を優先的に採用して、ない場合はレジストリに保管したパラメータ
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を使用。起動します。 
定義ファイルで設定可能な項目については添付のサンプル（DelPlot.def.sample）を参照

してください。 
 

 定義ファイルはファイル名を DelPlot.def とした空ファイル（0Byte のファイル）をアプリケーシ

ョンの実行ファイルがあるフォルダに作成して DelPlot を起動・終了することにより、現在のパラメー

タ設定で自動作成されます。 
 
 
コマンドラインオプション文法 

DelPlot はコマンドラインオプションをつけることにより、ウインドウを表示することなく

印刷やファイル出力を行うことが出来ます。また、ファイルを指定して起動するオプショ

ンを使用してアプリケーション内から起動することで簡易的なデータビュアーとして利用

することも出来ます。 
 
ファイル出力用オプション 
 
書式 
 [コマンド]  [入力ファイル名]  [出力ファイル名]  [ [開始ページ]  [終了ページ] ] 

 
解説 

 コマンド -Fbmp BMP 形式で出力します。 
-Fwmf WMF 形式で出力します。 
-Femf EMF 形式で出力します。 
-Fgif GIF 形式で出力します。 
-Fjpg JPEG 形式で出力します。 
-Fpng PNG 形式で出力します。 
-Favi AVI 形式で出力します。 
-Fpdf PDF 形式で出力します。 

 
 入力ファイル名, 出力ファイル名 

 
ファイル名を指定します。入力ファイル、出力ファイルとも拡張子

まで指定してください。 
 

 開始ページ, 終了ページ 
 

１～最大ページを指定。省略することも可能です。入力ファイル中

に複数ページが存在する場合、指定することで出力ページの制御が

出来ます。 
例 

D:￥＞ Delplot -Fbmp InputFile.plt OutputFile.bmp 1 2 ↵ 

 
 



 
DelPlot  40 

印刷用オプション 
 
書式 
 -P  [入力ファイル名]   [ [開始ページ]  [終了ページ] ] 

 
解説 
設定内容で印刷します。 
 

 入力ファイル名 
ファイル名を指定します。拡張子まで指定してください。 

 開始ページ, 終了ページ 
１～最大ページを指定。省略することも可能です。入力ファイル中

に複数ページが存在する場合指定することで出力ページの制御が出

来ます。 
例 

D:￥＞ Delplot -P InputFile.plt 1 2 ↵ 

 
 
ファイル指定起動オプション 
 
書式 
-C  [入力ファイル名]  [ [タイトル名] ] 
 
解説 

ファイルを指定して起動します。 
 

 入力ファイル名 
ファイル名を指定します。拡張子まで指定してください。 

 タイトル名 
省略可能です。指定するとタイトルバーに表示される文字を変更

できます。 
例 

D:￥＞ Delplot -C InputFile.plt “InputFile PreView” ↵ 

 
 
レジストリ設定オプション 
 
書式 
 -R  [ユーザー名]  [シリアル ID ] 
 
解説 
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DelPlot のレジストレーション（ライセンス登録）を実行します。 
 

 ユーザー名 
DelPlot ライセンス登録を行ったユーザー名を指定します。 

 シリアル ID 
DelPlot ライセンス登録にて発行されたシリアル ID を指定します。 

例 
D:￥＞ Delplot -R tes@hello.jp “{****-****-****-****}” ↵ 

 
 
起動時読込ファイルスキップ オプション 
 
書式 
 -D  
 
解説 

起動時読込ファイルのページ確認を強制的にスキップして起動します。 
例 

D:￥＞ Delplot  –D ↵ 

 
 
ヘルプオプション 
 
書式 
 -？  
 
解説 

コマンドライン ヘルプを表示します。 
例 

D:￥＞ Delplot  -? ↵ 
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ううままくく動動作作ししててなないいとと感感じじたた時時はは  
 
DelPlot をご利用中、「動作不良？」と感じる事の中には DelPlot 自身は正しく動作してい

ても、ユーザーの期待する動作と異なるために動作不具合と錯覚する場合もあります。 
このため、以下に DelPlot をユーザーの思惑通りに動作させる一助として事例集を列挙して

います。 
 事例集は DelPlot のホームページにも掲載されており、常に最新の情報に更新されています。ご利用

ください。 

 
 
正常動作をうまく動作していないと感じることも起こりうる原因について 
 

DelPlot は指定されたデータを多用途に利用可能にするため、オプション設定、描画コマ

ンドなどによりその描画動作をカスタマイズ可能です。しかし、これが原因となって正

しいデータを入力したつもりでもオプション設定などがユーザーの思惑に即していない

ため、期待に反する動作になってしまう場合があります。 
 
 
事 例 集 
 
正常稼動を誤動作と感じる可能性がある。と想定される事例と対処方法を以下に挙げます。 
 

 ファイル出力結果と画面表示に著しい描画位置のズレが起こっている。 

オプション設定の「データの最大最小を出力サイズにする」がチェックされている可

能性があります。この機能が使用されると画面上、上下左右にあるはずの空白が削ら

れて出力され、画面表示と描画位置にズレが生じます。 
 

 オプション画面上から用紙設定をいくら変更しても画面、印刷物に反映しない。 

データファイル中に用紙設定(PLOT FORM)が定義されています。用紙設定の優先順位と

してデータファイル中の定義が優先されるため、画面上から設定を行っても描画に反

映できません。 
 

 データファイルに用紙設定コマンドをいくら設定しても画面、印刷物に反映しない。 

用紙設定(PLOT FORM)コマンドの指定位置に問題があります。用紙設定コマンドはペー

ジ途中（描画(draw)コマンドが始まった後）に定義されたものは全て無視されます。 
ページ途中で用紙変更すると、通常プリンタはその時点で現在の用紙を排出し新規に

印刷処理を開始します。これは意図しないまでも事実上、改ページが行われているこ

とになり、改ページ制御コマンドが事実上２つ存在することになります。これを受け

て DelPlot では改ページ制御を明示、統一する目的でページ途中の用紙設定コマンドは

http://www.hello.ne.jp/tes/delplot/Q&A.htm
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全て無視します。 
 

 指定した出力ファイルが生成されていない。 

出力対象ファイルが BMP, WMF, EMF, JPG, PNG の場合、出力データが数ページある

と指定されたファイル名の後ろに連番を追加し出力します。このため出力されるファ

イル名は変更されます。 
 

 指定したペンを使用できていない。 

ペンの交換はペン選択(NEW PEN)でのみ行います。描画コマンドによっては、コマンド

のフィールド中にペン No を指定するものもありますが、こちらは一時的にそのペン

No を使用するのであって描画コマンドの終了後はペン選択(NEW PEN)で指定したペン

が現在ペン No となります。 

 
 
 
 
DelPlot の不具合を発見された時には 
 

 使用環境 
 使用状態 
 キー・マウス操作 
 再現性の有無 
 不具合の詳細 

 
などをご報告いただければ、解決の一助になります。ぜひご協力ください。 
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付付録録  
 
ソフトウェア使用許諾契約書 (平成 24 年 4 月 1 日現在) 
 
1.適用の対象 

以下の条項は、ご利用者がこの契約書とともに入手されたテーブルソフトのソフトウェア製

品（コンピュータプログラムとマニュアルその他の関連資料を含み、以下「本製品」と言い

ます）に適用します。 
本製品の著作権を含む一切の権利はテーブルソフトが有しており、著作権法により保護され

ています。ご利用者は以下の条件により本製品の使用を許諾されます。 

 
2.ユーザー登録 

ユーザー登録には２通りの方法があります。ユーザー１名のみに使用権を認めるシングルラ

イセンス登録と、法人・団体での利用、及び、DelPlot をオリジナル・プログラムの添付物と

して配布したりする事を対象としたライセンスフリー登録を設けています。 
 
各ユーザー登録は原則的に自己申請により受け付けられます。 
このうちシングルライセンス登録については法人・団体の登録は受け付けません。あくまで

１個人を対象としています。 
ライセンスフリー登録では法人・団体で登録を行なった場合、法人・団体の中での人員の入

出、増減による新しい人員への使用権もこれを認めます。ユーザー様側で作成された営利目

的のアプリケーションで活用するためのバンドルにも、ライセンスフリー登録が必要です。 
 

ただし、シングルライセンス登録により発行されたパスワードや、ライセンスフリー登録に

より発行されたライセンスファイルと本製品のみを販売すること、本製品の登録を完了して

いない個人・法人・団体への（上記、バンドル行為を除く）無料配布等、弊社に損害を及ぼ

す行為はこれを認めません。 
以上をよく確認していただいた上で用途に応じてご利用ください。 

 
3.使用権 

本製品は、シングルライセンスの場合ご登録者本人のみが利用するのであれば、複数のパソ

コンにインストールして利用することができます。 
登録１件を複数人で利用する場合には、フリーライセンスを取得しなくてはなりません。 
ネットワークサーバーに本製品をインストールし、複数のコンピュータを接続して使用する

場合は、フリーライセンス登録が必要となります。 
 

正規ユーザーとして登録された場合でも、本製品を正式利用するためのシリアル ID を紛失さ

れた場合には、紛失された時点で正規利用資格を失います。シリアル ID の保管には十分な注

意が必要です。 
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4.使用責任 

ご利用者が本製品を選択・インストール・使用すること、およびその使用したことによって

生じた如何なる結果につきましても、弊社がその責任を負うものではありません。ご利用者

が責任をもって使用してください。 
 

なお、当該使用条件についてご納得いただけない場合には、本製品の使用を直ちに中止し、

本製品に関する全てを破棄してください。 
 

また、正規ユーザー登録された方は、以下の項目について、ご自身で管理していただく義務

があります。 
 

・ 登録したご利用者氏名および住所、申請した電子メールアドレス 
・ 登録・送金方法とその日時 
・ 弊社より通知されたユーザー名、シリアル ID 

 
上記の内容が、本製品をユーザー登録した場合の正規登録ユーザーの確認をする基本データ

となります。 

 
5.禁止事項 

1. ご利用者はいかなる事由によっても弊社の許可無しに本製品を譲渡、販売、転貸すること

はできません。（書籍への転載・収録等に関しては転載・収録等を参照） 
2. ご利用者はバックアップを目的とする以外に本製品を複製することはできません。 
3. ご利用者は本製品をリバースエンジニアリング、逆コンパイル、または逆アセンブル、本

製品に改造を加える行為をすることはできません。 

 
6.転載・収録等 

1. 他ネット・ホームページへの転載 
他ネットへの転載については以下の項目を事前にお知らせください。なお、ホームペー

ジからリンクを張る場合には、配布ファイルへ直接リンクを張ることを禁止いたします。 
 

ネット名称または URL 
・所在地・主催者名 
・ホームページのインターネットアドレス もしくは、 
転載者名(本名)および連絡先電話番号等の連絡方法 

 
2. 雑誌等への紹介・収録 

致命的なバグが存在したり、バージョンアップ間近であったりする場合には、掲載後の

対応に混乱をきたすことも多々あるため、記事掲載・収録をお断りすることもあります

ので、事前に許可を受けることを厳守してください。メールにてお問い合わせいただい

た場合でも、著作権者より回答を得られない場合には、記事掲載・収録等は一切できま

せん。また紹介・収録後の事後承諾も受け付けません。 
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7.ユーザーサポート 

本ソフトウェアに関するご質問等のサポートは、電子メールにておこないます。その他の手

段では対応をお断りさせていただくことがあります。ご注意ください。 
 
お問い合わせ先： tes@hello.jp 

 
バグに対する対応は積極的に対処をおこないますが、弊社の所持する環境等の諸事情により

迅速な対応がとれない場合もあります。また、機能追加によるバージョンアップは、その遂

行義務を弊社が負うものではありません。なお、弊社はユーザー登録されていない方に対す

るサポートをおこなう義務を負いません。未登録の方からのご質問については、回答がない

場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 
 
  

mailto:tes@hello.jp
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変更履歴  (平成 24年6月 30日現在) 
 
Version 摘 要 発表時期 

1.9.0.0  画面設計見直し 

 コマンド名称の見直し改正 

 エディットモード追加 

 イベント機能追加 

 プラグイン機能追加 

 ユーザー定義ボタン機能追加 

 スケール設定に UTM（経緯度）と１９座標系(メートル)追加 

 定義ファイル（.def）Unicode 対応 - メニュー国際化 

 システム情報操作(SYSTEM_CONTROL) コマンド追加 

 ユーザー定義命令(PLOT_SUPPLY) コマンド追加 

 3D 視点変更(DEFINE_CAMERA) コマンド追加 

 3D オブジェクト(PLOT_MESH) コマンド追加 

 内部 UniCode 化に伴い、漢字描画(PLOT_KANJI) コマンド削除 

（下位互換は維持） 

平成 24 年 6 月 

1.8.3.0  中埋め(EFECT_FILL)機能強化 - 文字、画像、パターン 

 影表示(EFECT_SHADE) - ベベル機能変更 

 グラデーション強化 - 放射型、外形指定、ラベル指定、％指定、

繰返し、焦点偏差 

 画像加工(EFFECT_IMAGE) コマンド追加 

 マスク設定(PLOT_MASK) コマンド追加 

 データ挿入(PLOT_INCLUDE) コマンド追加 

 データラベル設定(DEFINE_LABEL) コマンド追加 

 ラベルアイテム描画(PLOT_LABEL) コマンド追加 

 レイヤー設定(DEFINE_LAYER) コマンド追加 

 変形(DEFINE_TRANS) コマンド追加 

 グラフ文字（GRAPH_SYMBOL）機能強化 - ライン取り文字 

未発表 

1.8.2.0  パス(PLOT_PATH) コマンド追加 
 画像出力サイズ直接指定機能追加(DRAW_SCALE 拡張) 
 DCOM(Out-of-Process Automation Server)制御機能追加 
 コンバートモード追加 

 ページカウント・スキップ機能追加 

 定義ファイル（.def）入出力機能追加 
 入力ファイル（CSV, SVG, 表示可能なイメージ）、出力ファイル

（PLT, CSV, SVG, DXF, SWF）を追加 
 文字拡張書式 追加 - 縦書き、Cell 等 
 文字拡張書式 命令スペル修正 - 分数（¥fruc → ¥frac） 
 Unicode 文字出力対応 

平成 20 年 11 月 



 
DelPlot  48 

1.8.1.0  影表示(EFECT_SHADE) 内側の影描画方法を修正 
 文字拡張書式 文字位置、長さ認識の計算方法 見直し 
 Acrobat 出力 テキスト出力座標を適正位置へ修正 
 ファイル保存時に進捗ダイアログを機能追加 
 Window 位置保存、PNG 出力、画像透過出力、透過ハッチの

補正、など数項目にわたる 1.8.0.0 の不具合修正 

平成 17 年 11 月 

1.8.0.0  中埋め(EFECT_FILL)、影表示(EFECT_SHADE)、画像挿入

(PLOT_IMAGE) コマンド追加 
 文字拡張書式機能追加（PLOT_SYMBOL、PLOT_KANJI、

GRAPH_SYMBOL）  
 GIF 出力追加 
 ハッチング仕様変更(HATCHING_TYPE) 
 グラフ文字仕様変更（GRAPH_SYMBOL） 

平成 17 年 7 月 

1.7.0.0  内部 描画エンジンをサブクラス化 
今後の更なる機能拡張にも１クラスの肥大化、メモリ消費を避けられる

構造へ変更（描画機能の拡張ではない） 

未発表 

1.6.0.0  Acrobat出力を Jpeg画像(ラスタ)からAcrobatの図形要素描画

(ベクタ)に変更 

発表忘れ ^_^; 

(したと思っていた) 

1.5.0.0  複数ページを持つデータの処理スピードの向上 
 WMF、PNG 出力追加 

 文字原点の設定(TEXT_ALIGN)、角丸矩形(PLOT_RRECT)、自
由曲面(PLOT_FREESUR)コマンド追加 

 オプション「ズーム」のデフォルト設定を「ミリメートル(mm)」に変更 

平成 15 年 7 月 

1.0.0.0  DelPlot 発表 平成 15 年 4 月 



 
DelPlot  49 

DelPlot  ver.1.9.0 マニュアル 

 
2012/04/01. 第 1 版発行 
 
Copyright ©2003-2012 Table Soft. 

 

発 行 テーブルソフト 
Email：tes@hello.jp 
http：//www.hello.ne.jp/tes/ 
 

発行者 平 田 治 
 
 
ご注意 
・ 本製品の一部または全部を弊社の許可無く複写・複製することは禁じます。 

・ 本製品の内容・仕様は改正・改善のため予告なく変更することがあります。 

・ 本マニュアル記載のソフトウェア使用許諾書に基づいて個人で使用する場合を除いて､弊社の許諾な

しにこのソフトウェアおよびマニュアルを使用することを固くお断りします。 

・ このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については責任を負いかねますので、ご了

承ください。 

・ 本製品の内容につきましては万全を期しておりますが、万一ご不審な点やお気づきの点がございまし

たら、弊社までご連絡ください。 
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